
コード 報告年 報告数 コード 報告年 報告数

18 ウレタン 51-79-6 18 2008 3 84 2011 2

初回…全件誤報告／再告示…１件誤報告・

１件取扱いなし（※）

※１件は事前調査で取り扱っている製品の

SDSを確認したところ、ウレタン含有が認め

られなかったもの。

44 パラ―フェニルアゾアニリン 60-09-3 44 2008 0 106 2011 1 再告示…取扱い中止

93 デカボラン 17702-41-9 99 2011 8 204 2016 2 初回…全件誤報告／再告示…全件誤報告

107
３―（アルファ―アセトニルベンジル）―４―

ヒドロキシクマリン（別名ワルファリン）
81-81-2 126 2012 1

ネズミ駆除のために清掃業者が120ｇ/年

使用するのみ

115 水素化リチウム 7580-67-8 134 2012 1 初回…取扱い中止

117 パラ―ターシャリ―ブチルトルエン 98-51-1 136 2012 1 初回…取扱い中止

140 １・１・１―トリクロロエタン 71-55-6 162 2014 2
初回…1件ばく露可能性なし（事前調査の

結果）・1件取扱い中止

148 エリオナイト 66733-21-9 170 2015 2
初回…1件誤報告・1件取扱い中止／測定

分析手法について標準物質の調達が困難

166
１・３―ビス［（２・３―エポキシプロピル）

オキシ］ベンゼン
101-90-6 188 2015 1 初回…全件誤報告

※参考２「リスク評価の実施状況」の「対象物質」＞「No.」

ばく露実態調査の実施に課題がある物質（2019年12月末時点）

（初回） （再告示）

ばく露作業報告

物質名 CAS No.
No.

（※）

今後の

方向性

（案）

打ち切り

再告示の

要否を

企画検討会

で検討

備考※


